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第2寧 河 川 計 薗

2.4 計画基準点

計画基準点は，既往の水理，水文資料が十分得られて，水理，水文解析の拠点となり，しかも全般

の計画に密接な関係のある地点を選定するものとする．計画基準点は，計画に必要な箇所に設けるも

丘主主主』

解説

計画基準点は，洪水防御計画において，目標とする安全度を評価する地点であり，また水理．水文解析の拠点

となるような水位標のある地点やダム等主要な洪水調節施設が設けられる地点が適している．図2-1に示す本

川の基準水位標A，支川 B (C）の基準水位諜B (C），ダム D及びEの所在する地点は，いずれも計画基準点

の候補地となりうる．

対象降雨の規模はこれらの各地点において異なってよく，また，同一地点、においても計画の対象となる施設が

異なれば，その施設ごとの対象降雨は必ずしも同ーのものであることを要しない．

図2-1

2.5 計画規模の決定

2.5.1 計画の規模

計画の規模の決定に当たっては，河川の重要度を重視するとともに，既往洪水による被害の実態，

経漕効果等を総合的に考慮して定めるものとする．

解説

計画の規模は計画対象地域の洪水に対する安全の度合いを表すものであり．それぞれの河川の重要度に応じて

上下流．本支川でバランスが保持され．かっ全国的に均衡が保たれることが望ましい．

この河川の重要度は．洪水防調計画の目的に応じて流域の大きさ。その対象となる地域の社会的経済的重要性，

想定される被害の量と質，過去の災害の履歴などの要素を考癒して定めるものである．河Jll整備基本方針の策定

に当たって，計画の規模を決定する際に，おおよその基準として，河川をその重要度に応じてA親， B輯， C

級， D級及びE離の5段階に区分した場合の，その区分に応じた対象降雨の規模の梼準を示すと嚢2-1のとお

りである．

なお，l 想定被害額については，調査舗の経済調査を参照されたい．

一般に．河川の重要度は一級河川の主要区聞においてはA級～B級．一級河川のそのほかの区間及び三級河
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2）長崎県民おける計画規模の決定

．①計薗規模設定の基本方針
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計画規模の考え方については、河川砂防技術基準第2章第2節 2.5.1により、「計画

規模の決定に当たっては、河川の重要度を重視するとともに、既往洪水による被害の

実態、経済効果等を総合的に考慮して定めるものとする。Jとされている。また、河川

砂防技術基準第2章第2節2.5.1解説において、おおよその基準や採用されている事例

が示されており、なかでも二級河川は、 C級.-vE:級が二綾河川とされており、 C殺は～

都市河川！として計画規模50年～100年とされているa この都市前川の定義は、定性的

な表現であるため明確な指標が示されていない。

このため4「都市河JllJとしての要素を含む宅地，人口，資産額，工業出荷額等より、

定量的な指標により計画規模を定めることとしている。また、特に著しい被害を被っ

た地域にあっては、その被害の実態等を総合的に勘案して決定するものとしている．

②設定め基本方針

計画規模の設定にあたっては、下記の項目について検討の上、総合的に考慮して決

定するものとする。

①淘川の大きさ

③想定される被害の状態

⑤経務効果

⑦流域の将来像

③流域重要度評価指標

②流域の社会的重要性

＠過去の洪水の履歴

⑥上下流のバランス

前項で述ペた項目のうち、河川の大きさ、流域の社会的重要性、想定される被害

の実態、経緯効果等については、数値的な評価が可能であると考えられる．その指

標は次のとおりである．

洪水防御計画の目的に応じて涜域の大きさ

項目①：想定犯濫商積(ha)

地域の社会的重要性

・項目②；想定氾濫区域内の宅地面積（ha)

項目③：想定犯漉区域内の人口（千人）



() 

（） 

想定される被害の量と質

項目＠：想定抱濫区域内の資産額

項目⑤：想定犯濫区の工業出荷額

実績洪水規模の再度災害を防止

項目＠：必要に応じ総合的に考慮

このため、長崎県民おいては表2に示す項目について整理した結果をもとに、流

域の重要度を評価する指標とそれに対応す石計画規模の下限値を定めている。

表Z 捷域重要度の評価指標と計箇規模の下限値（長時県）

計画規模 1/30年 1/50年

氾濫面積（ha)
． ， 

30未満 30～70 

想定 宅地面積（ha) 10未満 10～40 

抱濫 λ口（千人） 0.5未満 0.5～3 

区域 資産額（億円） 50未満 50～100 

内 工業出荷額（億円） 3未満 3～30 

出典：河川関係説明寅斜集｛案） p. 2-3 

3）川棚川水系における計画規模の設定

1/100年

旬以上

40以上

3以上

100以上

30以上

計画規模の設定については、「長崎県二級河川流域重要度評価指標j、過去の実親降雨、

県内河川の整備規模等を総合的に評価して、 Jll棚mの計画規模は1.hooとした。

① f長崎県二級河'Jll流域重要度評価指標jに評価項目 5項目の内、 4項目が適合

しており、 1/100が妥当である。（3項目以上適合を基本とする）

②過去最大の24時間雨量は昭和23年9月11日の408.7m皿（佐世保測候所）で

あり、ほぽ11100相当。

③川棚JI!は、同規模河川の中でよ祖濫面積、宅地面積、資産額及び工業出荷額が

平均値より大きい。 また、人口は平均値程度である。

このことから、川棚川は、 5項目全てにおいて、県内洞川左比べ、平均もしくは上位とな

っており、計画規模ν100は妥当である。
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表 3 流域重要度の評価と計画規模の下限値

計画規模 1/30 1/50 1/100 川棚川

氾濫面積（ha) 30未満 30～70 70以上 一一健 司
想 宅地面積（ha) 10未満 40以上

......‘・・59、＇＇＂ i
10～40 

定 ー島

512 人口（千人） 0.5朱満 0.5～3 3以上 2.7 
濫

~~t～ 区 資産額（億円） 50未満 50～100 100以上

域
工業出荷額（億円） 3未満 3～30 30以上

・唱70・’『吋

内 咽且噌A

出典： Jll棚JII水系河川整備基本方針・整備計画参考資料（以下「参考資料Jという。） p. II-11 

表 4 川棚川と県内の 1/100整備河川との比較

水系名

時津川

纏浦川

早舷川

小添川

鹿尾川

川相川

（平均値）

(4）計画降雨の決定

計画
規複

1/100 

，， 

，， 

，， 

，， 

，， 

1/100 
1/50 

想定氾蓬区割車内

面積 宅地面積 人口 資産額 工業出荷量E

(ha) (ha) （干人） （億円） 〈億円）

--
43・10I 4.aoo 75.20 228. 00 3.00 

160. 00 68.40 1. 300 2伺：OO IS. 48 

67.50 4百五ll l. 400 ）‘hζ；'l・・2『Q' 32. 50 
' . 

177. 90 33.60 3; O伺．；ιH匂工~oo.~出証90炉・’ 27.50 

44.00 32.00 3.400 印.oo

472. 00 69.00 2. 700 70.00 

164. 43 2. 70 34. 75 

出典：参考資料p.Il-13 

対象降雨については、工実に以下に示すとおり定められている。

①降雨継続時間

流域面積の大きさ、実績降雨の継続時間等を考慮して、 24時間を採用した。

②洪水到達時間

クラーフェン式により、 3時間を採用した。

③計画雨量

昭和 22年から平成6年までの 48年間について、佐世保観測所からの推算雨量の年

最大雨量を確率処理し、確率降雨を算定した。

7 
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2・. 2 Ji!電量豊里皇室

計画規模拡ー盤に計薗降簡の鯵商量＠年超過確率で評価するものとし、その決定に量っては‘

－河川の重要産を重視するとともに•＇属盆鉄水による被害の実規、提携効果等を縫合的に考慮して
定めるものとする．

解説

1.計画誕損訣定の轟ヨ宮崎考え方

工事実施基本計買に怠貯る計百規模時計画降商白降雨量の年超過確率~担定する．計百規模訣定に rl.•· 

．遣っては、 ~Jllの大きさ、擁域の社会縫務的重要盤‘’想定される被害の質量‘過去の災害警の膿握‘経
帯効果~11ax.·、範域の持来の聾などをEllするものとす．る． . . . ' 

但し．計百親摸枕‘やむを得~い場合を総老原則として·..洋超過纏率1ゾsoを下回らないように；

甑定サるものとする．－ . . .. 

何Jlfの重要度を評価する龍壊の指事震として．龍域面積、誠域の都市oft状揖．担量区域の面積、費量．

人口、出荷額等が増えられるが‘この他水援として一貫じた上下構‘本支Jlfでバランスが保たれ、ま

・た周泡河川！とのバラシスをもE虚して訣定するものとする．

さ争に計画規模訣定にあたってはご必要に.io~·f,D県庁罰在地をは巴絡どする県内の主要な都市を涜
れる荷11iである場合.g~計百親載を上国る訣＊により被害を奨 '1ている場合、命誌親槙開発が計百さ
れている場合｛学回都市、国習室措等｝、ゆ剥氷上のダム計百があラて多冨劫ダム）：：するととが適当

官Fある畿合．等の要識を総合的に将衝して定めるものとする．

但し．治川の大豊臣分が水田．畑‘・原野等で将来的にもその土地剥用が蜜おら12いk判断さ;h,_ J.lif ;;t. 

み河董での対応が可飽あり．．計宙線揖を年超過積率1/30 以上にすると経錦織採が掴緯でき~い奇書
の語舎にほ. 1、／ 30 以下~するとともやむを符ないが－ .fi°3量的に計冨親譲をあげる岳会l/3 OJ誕

トの許宙担越について検討して怠〈ことが鑑定しい．

2.計商貌模の実態

県内符Jllの計百親舗と擁域の重要度評側諸擦をとりまとめ、他荷Jllとのパラジスからの失当性につ

いて糠認することができる下記のような史料を盤惜してお〈ものとする．

袋2.2.1 県内河川の計画規模と瀧域重要鹿野価指線一覧表

荷，，，翁 書f商都議 ，誠域面器 市街地 担盤面貌 抱 重 区 ~ 内

宙 菰 布街地 人 ロ 1' 麗 エ諜踊荷叡

－碍寧'Ji w 凶 ha ha 千人 億円 健円
． 

、

3.計画親書設定に関する参考資料

認可書容のニ級水掃の鈎240河JI（について計百親慢と詫域の重要鹿野価指穏との相関関儒を示すと

岡2.z.2のようになる．家たとの実恕調査での計画貌槙と涜域面我の規模と河Jll数の関係は図2.2.1の

適リである．‘

ι箇・2.2.2に示したIt商規模と各指擦との関係l;I:.バラツキが大きく相関係畿は o.ト0.4程度の値で

あリ回帰詩集示はあまり窓味を毛たない・よヲて計置規模と評価指揮の分布状況から、その針箇規模

の下限の平均的値とそ勾鍔価指標の箱闘を国1.2. ZJ:：記揖し先．その計百親書別句評価指擦の範囲は

. 
.-16-

監
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T<1/SD nI/30 T主11so 1~1110 .n11100・ n111so 計画親譲

国2.2.l tt菌規認と情Jll数

•2.2.3 ~匙麓による涜域重要度の評価指視と計画規聾の下限値

・．
－． 

計百親槙 T 1 I 3 0 1/50 l I 7 O 1ll0 0 

務域面讃 (lai) so毒自 so .. soo 300-600 ・600批
iP街地商積 （凶｝ 10事責 10-20 電0・50. 5011.1 

抱鍾置費 ‘ 
'(ha) 1,000ま置 1,000‘3・，OflO 3,000・5,000, 5,000.111 

想 宅地宙環 (ha) 1凶暴露 100-800 ・ 800-2,000 2,000lU: 

？且 人ロ 【千－｝.） 30去費 30-100 100-200 200li 

区 資産額 （制｝ ・sooま置 300-3,000 3,000掛 10,000 10,000.ll土
．． ..............岨副L........・4且.. ’IR) 100.車置 100-1,DOO 1, 000 .. 2,000 • 2,000.ll土l：嘆 1エ華民何楓 u 

計百規犠め訣定に醸してはi当誌討JllQi施域ゐ我祝及ぴ肱封筒川の計買規壌とのパラシえ等を総合

劫に阻＊して甑定するが‘との場合、圏ム.1..lよゑ皐聾鼠且li酔冒競越をZ位置！＞ -::t.稽怨L:よn占吋

Aれ~許冒鍾揮の聞係書...~愈者~するもの~;-ei・：ζ の場合義2.2.4のような義を作成するものとす

る．

．国2.2.4.；錯域指揮と計胃規模験場換討轟

評価指報 単位 指視の数量 －指掃による酎・薗規範

擁域面貌 (Jai〕

市街地置者 (Jaa) 

想定ta器冨輯 ・(ha) 

担 宅地面積 (ha) 

1fi ．人口 （手~）

区 貨車額 ｛卸〉
． 

域 エ接出荷額 ｛捌｝

計高裁説決定値

・．
’b 
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別添資料 1-5

長埼県＝脚II繍冨臨縛によ吾評価

長崎県では具体的危評価寮として、工事実施基本計画策定演み若しくは申請中旬

荷Jlfについて‘計画規模とζれに係わる各荷Jllの擁域指揮壱義・2寸ー1のJとうl；霞定

している． ノ

表ト1..:1実績はる繍輯度の開隣軍事と閥規噂の下眼健 C長続理由

計画規模． 1 vso r . v~o 1 111noいi細川I
蒋欄積回 I -. I ;... J - l a1~4A 
蹴糠蹴ω I so繍 1・ .3.0～叩瞳欝盤欝 412 

恒也｜ 宅地薗積 Cba> I 10・未満 ji0'°!'--411醸露盤調 碕

議j iAP：側 ！”未満醸騨山 Ia. 7. 
鴎！ 賀醐蜘｝ I. 50未満（ 50.--i.OD陸離盟襲 921 

J工業鮒械翻） • , 3・繍 la:"ao －麗鴎鶴 初

旬想定怒翻配線峰隙鍬回 1細菌t•
唱棉細部制句鵡樹被z端開館・土地跡前説払様相駒』戸却の麟濁能!lfiIW/e'として‘ ζ

縦揺蹄彊E鞠帰属轍1,&56戸ω胴，.，.m戸G院院鵬繰口博也，
・3 恕協議陣内句人ロ：劉聞皇国納臥口弘鴨n糟蜘縮弛伽持場針。静岡臥樹傭靭情鵬

セシタ回｝を漣JI.
匂 想定額商割萌初演瑚鴻韓担嵐輸の憲民家翻漏..融偏鼠翻軌J眠断雌鼠在嗣．鼻帥依

弘知桐資産句会齢也

句 輸措 臨糊0;c醐荷額命指駒司護保鹿沼噌よ；tJ.雛造事蟻帰国λ当りの艶糊筒摘を16,幽千
臥 Ui酬＞.制千即入隣胸とい ζれに埠瞬時酬明櫨期制露幌町馳輯鶴鶴
All=錨鵠誕網験鶴民放時時嗣臓障搾掛精割強霞蜘蛾般とじて胤

とれピよると、川掛川で陰、表ト1-ll~示した5 指標中・4指揮において、計画規模 lh.QO
年の下限齢t上となるととから、当該荷J.11の確率規農はl/lOO輔寝当てである．

II-11 
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z. 4 )[! l£i水辺刻表

iB温水翠i電盗でほ，本＃2.Z により選定した各筒盆対象減量»Zf提I~対応ナる氾磁区域｛恕泡
illil量区~）剖量定し，克に， 2伝説2.31こ定める地盤向調患の智＇l*I：.鵠づいて，想定i巴灘区説l己
ついて籍地盤摘の地区別1：：.録水深．浸水回数を継E告するものとする．

＆ ・氾溢水理問主t.

ι 罰：！.~量区繊資産銅査
5. 組~畿郵額のiii定

G. 怨3量＆f.lll均被告書軽減期待舗の鉱定

7. l'Af＆規模別恕総給水1.)1:!1＇置の算定

-•. 8.拘凶経抗効果ρ犯極ー・ llJ 1草

地形の状態から洪水の氾滋賀量舗を拡lit裂.lll=li'l!i'l院分軍Iレ亡水浬mi1:行い.ill穏泌総僚も考慮して~1祉協な
判断を行噌て沼稲区成をt住居旨ナる．

滋水ilf.，認ホ図書to.鎗~I主．氾穏による資総怨奴劉自主鰭司障の適用に隠し'CJIJいるも＠である，
水蕊計算の万怯1：：ついて除~義組閣5，官隊出UB. :ztぴ翻症例自由61.tfllllr係官t7H11ici

f
a
i
冒

a
g
－
－

T
r
t量
S
J
S
$
1・同

Z.6 SB這区域資産閉ま

抱翠区t主資if肉：j!f1主，想定氾習量区減内の主要な資＇Ii右側蕊するものである，

潟蕊n&i'i.由主，一政資虚｛家盤.·~路用品，糊噺，.ft漁覇権のt舟~ill資鐙，在餓資底：）， .ll!fi作

物，公共土木施股：:,f｛拘JI！，道路橋勢..：欝m縮股．鉄道，，電信ー電話．宿泊の各鎗践｝とする．

ζの閉症は，原則として等地鍵商地区別に行？ ζと．

浬
焔
初
蹄
掌
－

G
 

O') 

前総

ζの謂1fは. ~ri!ll縄JllBIJI：：.その絃；；tを調悲し，主れに単価を祭じて資産自靭捌w.政観念＇）？~るものである．
fti'll飽期測の調主方誌として1i. ~llJ 主 ＇ 1.t:i町訟がある．
l.' :it 屋

市町村＠備える『家尽に関する阪認調i!U，雌温~111;台帳」その他の税務関係F開·:li.t咽摘など.＊指湖し
て．等地位置E敏区別居草原純散を搬litし． ζれに君主鹿1線帯均E宮澗続を来ずるとと民主P等地敏郎I由民別家鹿
取筒富市をJ量定する．
書官民3電車鏑は．ム町線鼠取l嵐官町4己『I¥舗をZ量ずるととに占 !13事幽するが＇ JJl銅lζついτは， rm策E店舗統UJー

その他の資料品•！：＞.書r.il即応邪按髭 lm• 省た’評鋪銅を求めζれを使JJJする．
z・家ft!J自品

市町村別蜘昨放を『怯民総＊台犠』僚主 b珂必ずる．締結鏡;r~由区別低備費tt:t. 市町将白金家J且練let：：却す
る等地盤錦地区別様低側散の比滞に.t!ll量定する（.：： II)ζとは•II幌所数. lll・翁務It！乙ついても岡織であ
る）.

. ~宮i:t:ID品ft.怠舗は．占砲の除草Ul:t己 1 肱帯当たり :If陶D.r.JTr荷額をm巴て求める．
3, 可幌E時の股掬喫＆・tE同f筑i!.

本自鹿野樹問＇！£ ・市町制mi11-i--ょ !IS!at穴 C•I» 仰1別刷樹脂と従業員数右前進する．司H轟際
綻~I·句読n忽外の純仲tJ;行政IJ~務・可悦司U~l\SIり官公事については，別途その郁提1Jf'1-I:轍民散を四怠す
る．

貸E羽l主．ヱ接続u.t!I人~統計．前知御~1'i＂？~i抑・峨E起した怠宗大柳締1別総~~-1人当た
り俄却焼盆舗・在m挺鹿飯~従till!s'r·J!(IO:..lf. じτ求める．

4. A ・漁電置の償却資m ・省~11.ftltl . 
a家a1:1..IU持軍m舎の偲：＃守・:r.si«t寺脇~I己主 rj，論店員持樹首町村又は挽犠協同組合の資料IO\llζより伺

WI・－伊 .1Jl.ー一：－－ -- ー一一ー 戸田町. .・・ .•.. 回 目。

治水怨繍』周章。方法は， E起訴以下院：mar>るが，その筏~院＇ ？｝.：＇.：＞とおりである．

おる議水組成：1：：.－：：：！い '.t'll'>＇る虫色備本陣＠もとで， .it>.~施盤1：：.よ甲．て可どの程鹿の徳島置が＼l:'の怨騰の時PO... l:'OS!l£ 
＠耳障深川恒治するかを』曲定して，との拙震によ愚どのuの.，普械指生するか唱t総定ん． ζれに． ζ＠減量縄脇

φ~11.判j蜘邸時じτ＇· －~切制時慌の献による4岬脚制をE慨する， C句協をill~iの雌とする
最小＠第亀規視の数本から，...大φ減量~t揮の勢拡ま-en~’t泉3~す相＆ある論調K緯段君臨錨ホ司事官官：lUQとんたそ
のiB＇部品Rの年刊誌書酬·~定できる．

d~·"il よ引：：. 1,.'C，現況の納期瑚拘水準叫す紳刺鵬糊粛と：t醐僚とする治水施設棚氷限同
十号事それとを＃濯し，その並唱坤め換がそれ時給水狼掃の秘書包減般民営ある．

＼治政飽綿潤査は，治赤旗.の－~~・－再＠後積極様車~l!H健却とを胎依する手とによ9て，快感司f..l'&O保全
・臨時る健脚F帥齢、常3！•唱u.i..”とす.:fo~t ！＂・cit..:6.~・；ー’

a，常お・前E節恕庭向鉱·•な各組資問ll錨司事11，，水省明か島は省軍告した・‘

乱2W車対複涛.穆舗の歳出量・・ • ・1・目

・.＇旬抑制問問・紬削を側、， d特周・抑制抑＇＇ l印刻される柏崎齢

、J尊 大 仏 ， と の商事邸時的餓If・酒の抑制加倒m画。糊蹴凶む酬とL
てS-6倒密度の流銑規模を殺定するものとする．

606 

地銀？：Gfl.llil&1t,ii町発対象広域を原則として惚商滋lm閥隔に区分するζとによP行うものと

する．

錦、自4 ・、川，：

:1情尚耳k稼混血算定については.It岡舗割問調E勲本防御創恨の醤＊を~MO.>＇：：と．

・符地，健衛＂＇ :It 

総 S提
胸蜜1:1.,!Iii求される稲111:1：：.応じ大鰍尺の地!illO~尚線を舗II目する己とにより，又1主iJIJ唱で繰隣町時刻及会.!J!指す

6己とにど!Ifま5：…
•• 

'604 



4.2. 1意星

日面に韓1凶当たり評価額を乗じ蒙屋資塵誼を算定すること

［解説］

別添資料1-7 

床面積に都道府県別家屋1~当たり評価額（巻末参考資料第1表）を乗じて家

屋資産額を算定する．

康面積×都道府県別家屋1J吋当たり評価額

なお、一床面積は世帯数にー世帯当たりの平均床面積を乗じた値を基本とすると、

事業所の建物が評価されず、過小評価となるので、「固定資産の価格等の概要調

書（総務省）J等をもとにした（財）日本建設情報総合センターの lOOmメッシュ

データによる建物の廷床面積を用いる。

4.2.2蒙雇用品

世帯数Iこ1世帯当たり家庭用晶評価額を乗じ、家庭用晶資産額を算定すること．｜

［解鶴］

世帯数に1世帯当たり家庭用品評価額（巻末参考資料第2表｝を乗じて家庭用品

資産額を算定する．

世帯数x1世帯当たり家庭用品評価額

（注）世帯数は、国勢調査メッシz統計における『世帯の種類別世帯』のデータ区分『ー

般世帯数【秘匿措置を行っていない数値】』（データぬ.185）を用いるものとする．

-46 -
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別添資料1-8

5四 8挨討対象降雨の選定

麗建計画で除読域平均帯葺が、確率ν100のM碍間雨量4肋m c'112、すなわち2院>mml24hr

以上m挟水を、時陶蔚量の整備されている昭和23：年以降句洪水よ；り揃tHしJ検前対象降雨とし

ている．

またZの主き、涜域平均雨量的算定方議ば‘雨量観測所り整備訳況を寿慮して以下のとおり

としている．．

①昭和23年～昭和60年の期間

時間雨量観測所が佐世保の持母あるととから、租関解析結身さを元に

jリ獅｝.I~擁域平均雨量＝佳世保鐸測所XO:舛
として算定e

＠昭和61年同平成6牢め期間

続域内及び遊傍にて糊爾量制所が鱒きれ始めた之とかち、ティーセシ分割法によ

り涜寓平均商量を算定，

近年患での収集降雨群』について、上記①量②の方法主より説議平均雨量を算定した結果，平

成7年以閉ま24m-"i雨量が200阻也E評価確率V4程度｝を脅え適誤水がない走め、・検討対象浜水

は‘既定計画さz同Uぐ次の嚢5'-3斗ピ示す12洪求とした．

表・5;...3-1 主要洪水」覧表（既定計画広同じ｝

N.o・－生起年月日
暴走担時開雨量

3時間 M時間

1 823.9.11降蔚 1宮7.6 384.2. 

2 S28.6~降蔚 87.~ 24-ZO 
3・ 8so .. 4.1s降雨 l!l.6 3~1A 

4 回幻＇.25降爾 118.8 328.CS: 
s 舗幻週曹漏 p2.s 222.8：目

・a 弱3.&.6降雨 ’79.＇~ . 232.-1 

7・sB.S.8.29降雨． 52.6 事：~i.~4·
・8 初 ＇：1.'23降雨 108ゐ1 204~8 、

9 863.6.急降雨 ss♂ 3;36:.1 

l.0. ;at.7.26降雨 J.OQ.4 ~l. 

11 B2.7.2降欝 140JJ ~8'.2. 

12' it.3－~，14降雨 t70.Sf 2~払9

耳－9：基

ー一一一－一一’ーーー一一一目ー？ナ？ーーーーァ一一’ー・・？？・·－・？ー一一？？で一一『アーで・・・司一－－・ー・τ－；.－~＇＂：＇·「ーー一・－·・ー？’e“・.•－：－－一ー．ー－，..『ー．ー？で？モ竺ナ一四一ーー・守守－·~－“Fヂーーナヲ？ー守一宇一－－－一ーーー一一一一－－~ー司



－表5:..3-3'主要洪水の濯定
畿水泡． 宮崎間雨量’ i’叫尉 ~各 空調時陥爾宣i.初伽回以上

S41.ll.l4勤武 uu  S6J.臼9il臨 111.0 
542.4.2鍬E水・ ・84.4 S6i.7.Si.1包!I" 155:7 
S弘，73洪水 笛2・.i 。－ SGl.7'1・調書助長 165.0 
S43.I.花隆水ー 152.0 862.S.lli城 11:J 
臨 .2.l蝶お

l03.’ S62.6.B挑水 JOl.B 
S43:7.2ilt:4C 95..C J:.073000’E E拘.0

I 5鮒側43：臼.：.2必S跡S掛bf< 
32.0 
偲，l
117.b 

S63.s.3換請に J6:U 
S63.S.泌除・ ・U」

冨誕.1 。

凶4.10.UJl'lk 6U S臼.B.lSOOft -54.0 
S44.12.泌~＊ 70.S m.'1.21洪水 252.1: 0・
S4S.削減亀成 l04.S 

． 
Ht:llQ腐水 6.S.1 

S45ぷ磁調書Ac 10.S 隠ふI鋪肱 176:2 
S4S.:1.融調匠a 93.5 E包.12洪水 3412 。

S4＇』lo.l3i院氷 74.7 店主.7.l総肱 ~.2 
. 'S:紘阜:n供＊ 94.也 HU3侃降水・ 141.1 

鋭u:12i良府 宮3.3 .m..1－.四冨軍 並5'11.'0. 
割M；樋脇 43.7 防」，，Jf胡肱 20l:9 O• 
S4&.ll.IS 位 S IU.t.27tl切4 ’u 

（〉 547:6:128 11)3 
S47.6.23i K'. 145.2 
!14717.13 1+7.1 

HU.Sill:沼 123.9. 

回．臼重量＇t'r 93.3 
H4.且』袋担回暑 刃3

llAUl.4£2蛾＊－ ll7.ll 85'4.2腿l7.‘ 132.l . 
S41.1.2illt務 143.4 . 85.S.I封提唱K E刃＇；，＆
$48.7.31洪水 SS.’ 脳.-4.12洪＊ 7U 
S4！）.ム5:1!1袋＊ ・：103.!I 加 A.20i厄It 69'-' 
S49.i時間E耳障 、St.8 白血.6.18挑応 109.』
S司乱7.lllJ..~· '87.4 Hlとs.14洪水 76.Q 
S4J, 10':2ilbk 87.d H7.7.21Jbft '193.l 
SS乱.6.18洪水 "89JI 日'U:Z説集ホ IS:臼
SS凱USilbJc !Oo.1 HB.7~留鳥島 33.6 
ssr."30!l水 94.0 HU.8総水 宜2..CI
S幻.6.98tポ 総＇.5 Hl.8.1輔さ＊ ’倒551,1.10量産＊ ・su HB.Ulf民＊ (14羽
S5U.27tit1lc" 51.7 89.6-.8自陣 89.0 
S52.3.17ilf$> .ao.g E玖，6;2蹴耳障ー l89.6 
S52.4.'28ilbJ~ :51.7 

． 
HM.Btlblr. 161.<I 

m≪nfJt11足 110.0 H!1.7J7iJ~ 54.5 
SS3.UH健水 107.2 HU.問実水 179.2 
S匁；~6il~ホ 232』3 。 HU.'1:割肢~－ U7.¥i 
野生~.SiJ~ '9'1:2 ma.ι2JIJ~ 1僧，t

議襲撃
164.S. 
B4.6 
114:7 

HllJ.7tl5語版k・ LOOli 
KI0.10.17然水 st』6.
Hll.田6l：地 104.4 

555:7.ll謀本 -Ul.3 自n.~* lOfJI 

i・.:) 
SSS.8.llil~ 112.B 
SSS.8.29線描rt: 211.4 。
8$6；ヲll挑水 '14&.6 

m1.1.u割回世 116.B 
阻lU.29'1E寵 181'.2 
鈍IU.llil勤f( 富7/1

倍uo.:掛水 '9.6 則1"7;Mホ 鎗.I
S口.121JtlJC- 1銚.2・ Rl17.l2 配 す7S
ss1.1.111J~ JO'l.2 Hf:il..8il ~ 52.4 
ss1,7:：泡銚ホー 2白星首 。 冨144.Ql 置、 lt司~l . 
Sst.'7.17ft求・ n~苛＂ HtlJ..7.U 鐸：E
直弘錨週耳目＂ ! 14U 自14.9.I 冊＜. .83.0 
5紙袋泌総説 167.3 RI吉.7.8~＇ 133.9 
SSU221lb.1巳ー 跡 .o HIS.8.261.I~水 121.2 
SSU'.5滋＊ 77.1 
859.11.16襟本 Sf.7 
総o.cm提唱比・ 7広$
描 1L6.2lil昧 114..'.2'. 
S6骨.－uiJUft. .-93:1 
Sti0.9.19滋＊ ll.1・ 
鈴tf.9.23供官民： －~7JI. 
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5-4計画降雨瀧形m作感

！日 計画捧商務影の作成方法

基本高永検討対象ハイエトグラフは‘計画降腎継緩時蘭ーとお貯る実績降雨量を確率ス託業星島

で事i伸ばLて作成する．・なお、実績降雨の計画降爾経緯時間内積量瀞箭画海雨量を上回ってい

る場舎にはについては、降雨め事i縮めは行わず、実績降雨をそのまま用いる．

川棚JI階、第模商績がBi. .4.ぼであり、 lQ0.kQ}2未満の小揖犠カあるζとから、 E型事長夫で設

討するととーとする．引を伸はしを行う・醸の計画降雨継続時間泣弘時間とし、決水到達持間協3

暗聞と・するる’

拡大方法

］［製部伸ばし

表 5~4c....i 写i鮪iまじ対象の時間扇量

吾i骨ほし対事の時間雨量

24br t旨菌跨継続時間）.3！μ－俗城到達時間）

位｝計胃降濁波形の・選定 ・ － ． 
以上より、対象降雨、計画雨量ともに既定計画と同むである．主要降雨をE裂に5H申ぼして

棄却検討を行えば、高水検討対象降雨は、表 5~4-3｝・と示すとおり主なる．

義5-4;-3 計画降雨波形

No 浜水各

1 823~~－H秩水個型拡失）
2 S施与泌洪永（m謹拡犬）

3 S30A15洪水＜m型拡大）

4 S3i.1；均洪水（~型拡大）
5 S紘7,9換水（盟製拡来i
6 .S53広錫株価型拡大｝

7 S窃.8;2？·洪~：｛m型事左対
8 ~7.723諜ホ｛酒製較対
9 S63.6‘2棋氷｛誼謹拡大〉

’10 草:i.1~洪水~jm型捻大）
u 直2.1：；.謀長本(ll(謹拡失〉

．， 

lI3.!U・機棋倒盛拡大）1i 

‘ 
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計画蒔罵渡形；句棄却に合引て

長賭濃の工事実施基本計画策定詰みニ扱洞｝Ifにお貯る、整備基本方針積討時¢計胃降

車哉君~k:ついて段、.r調JU整備基本方蜂の本省協議資剥蹟集要領白書3 平威u牟.1月

作成長崎県．荷川醸ー荷JU髄発謀』に基づき・＇実績薄商議形 .o.?.ur謹並大を特い検討す

るとととじでいる．

また、糞却につMτほ守怠るィミ4多くの降雨を；対象と官るため、工業勝と同様にきiき
伸ばし寧語句信審度以上や跡調達時前内確率評価USO以下または官加以止を棄却基

準としたー

-ll-97 . 
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洪水省 実績降爾 1H:きd申ほし串 引きイ申ぽU後降雨 確串規模 評価 対象機7~
3時間 滋時間 8時間 .24時間． 3時間 .241時間 ・8時間． 瀦時間 .m：き休ぽし雪解． 摘率規模．

$23..9.i！＇桃水・ lS'l.6.. 384.2 ・Los2・ 1~脱1. 203.0 400.0" 100. lPU. 。 。： 。
. $28.6;2)倒tm :76.4 242.0:. 2:65.7‘ .l.653 包.03.0 4悦 0. 100 lO'Q 〉《 。
S3J).4.1~挑ホ l1九5 SS!'/.4 1,821 1.i11 i20~~0 -4~~9 ・100 161 。 。 。
$3'2.72S：棋水 '118,.8 3却.6: ・v109 l:256- '203.0 ・412.8 100. ・124 。 。 0 
制・2i7;f）：換求 • 112.J. 222.~· "tl75 l.795.・ 203';0 400.0 . ・100 100 。 。 :o 
・s：匁；8.6操水 30.0 232i.l ・2.53:8 1.7~ 203.0 4QO~o ’ 100 mo x 0 ・・：

SSS~8Zlt器氷 '52.6 2'11.4 .3.859 1.822' 203'.0 400.0 190. 100 〉ぐ 。
857~7·，注3議水－ 1.0.11:1 ・204:s 11~1$. u~·. 203 .. 0 400.0 100. 100 。 o~ 。
S63'.6.2%降水 9.8.0 ~3.8 .. 1 ~.0.71 1312:. ~03.0 441.1 1.0ll 198 。； 。 。
HL1‘28.~伽~ l'00.4 252..1- 2.022 . 1.581' 203:’.o 490.0 100 100 。 o. 。
m.幼器防k 4呼o:o. 348:2・ l .. 450 1.181. 203.0. 411.2 100 ロq 。 ’O ・.o 
m"9;14繰水． 170.9 208.9, ユ~188 1.915' 203.0 400.0 -:100 100・ , Q  Q. 。

． 

計画降雨波静棄却検討結果 .:c.•型拡大7表6-4:-4

l
i
l
i－
－

i
 

線引き締ぽtA撃の・24.時間雨量は可最大で441.7mm. (863. 6. ・2型）と牟る。 ζれ応対して4確率璃量の．割鉾結果．｛荘一66-3・ペ｝ダ表4-4-1.(2）.）に

お阿最適分場』 ~SQ~政分布） ,It:よるJKN：：推定値は・41伽 γ推定誤差は位畑、推定慌の上限値は414+42=45.Gi皿となる．したがって、蹴6.2棋水

の拡大韓首r.)'24時萌雨量‘.441..7 mm.は想定さーれ奇範囲内である。

同占∞．
i
l
l
l
i
l
i－－

i
 

l

i
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別添資料 1-9 

(2）流出量の計算

E型拡大より、 12洪水のうち 3洪水を棄却し 9洪水を対象に流出計算を行った結果、流出量

は昭和 42年7月9日洪水型（III型並大）が最大となった。主要地点の流出量は、表5-5-1に示

す通りとなる。

表 5-5-1 川棚川主要地点基本高水流量算定結果一覧表
玩有毒 I 倉本格f -:aフド請

に・A羽・02kn凸’（C.A.•65.00km·う l (C.A.= l~・80kmう
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(3} 基本高水流量の決定

流出計算結果より、基本高水流量は昭和 42年 7月 9日洪水型を採用し、山道橋基準点で

1,400m3/sとする。（基本高水流量は最大流量を 10m3/s単位にて切切上げるものとする。）
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図5-5-2 川棚川基本高水流量配分図（確率1/100)［昭和 42年1月 98洪水型］
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基本計画緬

地域の重要度』既往洪水群，事業効呆等

河川iの重要度

計画規模の決定

引き伸ばし率，地域分布，時随分布による検討

r 

流量確率，比減量による検証 、一、

図2・-3 基本高水の決定

2.7 基本高水の決定

2.7.1 基本高水の決定

基本高水は，本章2.6で選定する対象降雨について，適当な洪水流出モデルを用いて洪水のハイド

ログラフを求め，これを基に既往洪水，計画対象施設の性質等を総合的に考慮して決定するものとする．

解 説

対象降雨が既に選定されているので，適当な洪水読出モデルを用いて洪水のハイドログラフを計算することは

容易であるが，どのハイドログラフを基に基本高水を決めるかについては慎重な検討が必要である．

基本高水の決定の過程は国2-3のようになる．

対象降雨（群）の選定に当たっては，本章2.6,4で定めるよう，地域分布，時間分布等の検討を行い，引き伸

ばし寧2倍程度にする場合が多い．

ハイドログラフの計算には，ダム，遊水地等の洪水調節施設は存在しないものとし，発電ダム等の利水ダムに

ついては，操作規程に従った洪水時の操作を考慮するものとする．

通常，地域分布，時間分布等の検討結果で不適切な降雨を棄却されているので，割葬されたハイドログラフ群

の中から，最大寵量となるハイドログラフのピーク流量を基本高水のピーク蹴量とする．

また，諸量観測データが十分蓄積されているような場合には，寵量確率を用いたり，また，中小河川では合理

式による値と比較を行う等により，基本高水のピーク読量を検証することや，比流量を用いて，本支川バランス，

上下流バランスや流域の気候特性や計画規模が同規模の他河川とのバランスを考慮することが必要である．

このほか，基本高水の決定方法としては，降雨量のほか，降雨の地域分布及ぴ時間分布を多く．の資料から確率

評価する等により計画規模に対するピーク流量を定める方法等がある．
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4-3. ~韓水到達時闘・降雨縫鏡時国の設定担挺

下表·~示すとおり唱洪水調韓時間眠、①．ピータ時撃による方法 CD;~34）、＠重心議（ll-40)~ . 

＠等瀦減速法（Il-46）、＠ダラーヌェシ式（~-47）によ喬方訟の4手法民よP掌定した結来、

1~～与8時間となっえことがら、計画にお貯る謀本到達時間説白調峨定し花．

まtt、時ぽ全ての誤水を包帯する降雨継続時間が2.4時間であるζとから、宅計商降雨繕続時間

払長薗（11.48～5ゆと標定した．

.. ．・ 「． ， F ’． 〒・． ，， 唱吾 ー，ー「・’..
・．

<1)'11』タ時華民Eよる．方法 n~s4. ．平童書吉4時朋鳥山6時廟2

＠軍』b接． E・40 平場3.$博嗣（O..Z,～11.6.時間〉
棋ホ到達時間・

＠等菰諒通話量 1.9＂時間 Cua分）E・.sl6.. 

©1!~きhへシ式・ E・41 2.8時間 (l印・．分｝

＠旗ぽ企て回接点を包殺する降雨嘩続時間 24時間
降雨継続時潤

ll-4言"'56
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4-4 確率商量の算定

4-4-1 ヱ実時の確率計算結果

(1) 櫨事計算に用いた爾量資料

．佐世保雨量観測所： S22：～H6

• Jll櫛川流域確率雨量＝佐世保観翻所確率雨量X0.94 として算定

(2）＇確率計算手法

別添資料 1ー12 

‘ハ｝ぜン法、トーマ.n棒、グンベJレ法、対数軍規法、岩井法の5手法

(3) 確率計算結果

表4－←1 1/100確率雨量計算結果総括義（S22-H6)

,,.. 3hr雨量 . 24hr雨量

手法 洪水到達時間内雨量． 計画降雨継続時間内雨量

佐世保 佐世保

ノ、｝ぜン法 ． 
212.7mm. 407.Smm. 

手
ト｝マス法 226.2mm 430.Smm. 

グンベノレ法 209.伽血 :4~.~~ 
法 .＇~i~~~帥対数正規法 ー－ー一－ " ..一－ 4"14.知血

岩井法 207.3mm 433.Smm 
． 

平均値 214.0.II)lll 422.3m血
' 

採用値〈平均値の寵近上位値｝ 215.0mm. 425.伽血

川棚川i流域（佐世保X0.94} －~~－－~血血； •49<>~~~ ..守． 、． ーー ・－ ・・ ． 

ll-57 
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表4十 2(1.> IS手法による確率計算結果一覧表〈ヱ実 zS22-H6，佐世保〉 （単位：叫

⑦ 

． ~~:I法 トーマス器 湾側炉臨調・骸正11規2.5器－ 
s 112.0・ 114.S 114.0 
10 135.S 140.l . 137.0 136.3 

3時間雨量 20 158.S 165;5 159.1 159.7 
棋水割違 .30 172.0 . 180.9 171.8 ‘173.S 
時前向雨量 SO. 184.l 19.~.6 187.6 190.9 

100 . it2.7 包6.2・ 羽1.9.0! -_・ -~－a盤~Q ‘

s 230.0 同234.Ci 236.l 231.S 
10 272.S 280.8 281.7 275.l 

24時間雨量・ 20 ll3.5- 325~$· 325.4 . 317.4 .. 
厳曹降商継続 30 337.;i 3・si.o . 3S0.5 341.9 
時間内膏量 ・so 367.1. 385.1 ・382.0 . 372~7 

100 407.t 430.S !."・ .-... -4~建設 414-.,. 

・ー：採用値（5手法の塵返上位偉）

よって、 }II楓川誠域平均雨量は、佐世保観捌所爾量X0.94紅より、

3 時間雨量（洪水到達時間内雨量~ X0.9中=21SX0.94与却13mm

24時間雨量｛許商降雨継続時間雨量。×0.94司2SX 0.94~40加a

と工実時に算出している．

Ih58 

、

， ． ， ． 

. . . 

． 
1 J.l.3_ 113.1 
135.3 136.l 
151.4 160.0 
170J 173.7 
185,9・ 189.6・
2013 .:・ . --::4I書道
229,0. :232.2-
271.7 .2iJ..6 
321.1 認0.6
351,3 -3栃.6
388.0 '379.0・
433~8. .. ~· .4:儲J_;;

． 
．園田・－』Mーー・・”ーー・・・弓？・ー’ー酬圃ーーーーーーーーーーー．，ーー~四p・司~ー宮，．，，一－ __ ,, ＿＿＿＿ー・守・H句ー－－.. －.－－・『・・・・・・””』・6凶・・・・・.....＿困－・－ーー暢~・－・『ー－－·・・ ・・ー・ー司司ーーーー~ー『F『・ー－司田町e
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計画降雨3.4 
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〈

計画降雨は積場の規模、降雨特性、計画対象施寵の種類、さらには雨量費料の存

在状祝等を勘案して、適切に作成するー

基本高水を設定する方法としては、諜水の成固となる降雨を計画外力として、所定の計

画規模に対応する計画降雨を定め、この計両降雨から滅量に変換する方法を基本とする。

計画降雨はよ降雨量、降雨量の時間分布及び地域分布の3要素で表されるが、その作成

にあたっては涜域の規模や降雨特性といった自然条件、・洪水調節施設計画の有無といった

検討目的を十分把握し、さらに雨量資料の存在状混等も勘案する必要がある。 ， 
計画降雨の作成方法としては、 3要素について統計的もし〈は気象学的な関係を明らか

にして定める方法も考えられるが、現時点においては、それらの関係について検討するた

めの十分なデータの蓄積等がないことから、以下のような方法によることとする。－

3要素をすべて考慮する必要がある場合には、各要素聞の関係を考慮せず、総降雨量を

定めた後、過去に生起したいくつかの降雨パターンをそのまま引伸ばして計画降雨を作成

するものとする。この場合の計画降雨量は、擁域の規模や降雨特性等を勘案して、計画対

象とする降雨継続時聞を設定し、、この期間内の雨量を統計処理して定めることとする．

中小河川の規模及び降雨特性の薗から、上記.3要素のうち地域分布について無視t.,，うる
河川もある。この場合には、上と同様に計画降雨量を定め、過去に生起した降雨パターン

を弓I伸す方法と、降雨量と降雨継続時聞の関係を定めた降雨強度式から任意の披形｛モデ

ル降雨波形）を作成する方法がある。

さらに〈計画策定上ハイドログラフを必要とせず、流出量のピークのみを対象とする場

合には、計画降雨は3要素のうち降雨量のみとなる。ただし、この場合においても涜出に

寄与する降雨継続時間として棋水到達時間内の雨量を統計的に定める必要があり、一般に

は確率降雨強度式が用いられる。

以上の計画降雨の作成法を大別すると、一般には降雨強度式を用いる方法と実績降雨を

引伸す方法の 2通りがある。降雨強度式を用いる方法では降雨の継続時間を設定する必要

があり、この時闘を計画降雨継続時閣と定義する。一方、実績降雨を弓i伸す方法では、検

討に用いる降雨緯続時興は実績値を用い、計画降雨継続時間は弓I伸ばしを行う継続時間の

ことである。いずれの方法でも計画降雨継続時間内の雨量（あるいは降雨強度）が計画降

雨量となるo

ここでは、計画降雨の設定法について示す。

降雨強度式を用いる方法3.4.1 

涜域の規模等から降雨量の地域分布を無視しえると判断される場合は、降爾強度

式を用いて計画降雨を作成する。

E
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(1)確率降雨強度式

降雨強度式は、基本的に誠域面積が5Qkm.1未満程度の合理式を用いる河川に適用される

ととが多い。ただし、前述のように降雨量の時空間分布の検証を行い、降雨量の地域分布
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第5章 流 出 計 算

このEの値をある値以下（通常は 0.03以下）にするようにモデル定数を同定するという考え方である． ζの

式では nが少ないうちはピーク付近の誤差が大きく評価されるが，多くなると誤差の中に占めるピーク付近の

誤差の比重が小さ〈なる．

［参考］おもな流出モデルの概要

1. 合理式法

合理式法は洪水のピーク流量を推算するための簡便な方法であって，貯留現象を考慮する必要のない河川でピ

ータ流量のみが必要とされる場合に広く用いられている．最大洪水量を推定する諸公式は，一般に流域面積の関

数としたものが多い．比流量法のCreager曲線もその 1つであるが，最大流量ほもとより流域面積のみの関数

ではないから，他のいろいろな要素，例えぽ降雨強度や擁域の植生，傾斜の度合いなどを考慮した流出量計算法

が必要とされ，また諜水頻度をも要因の中に入れられれ』諒十画にあたってさらに便利となる．とのような諸点を

刻展した簡単な流出量計算式として合理式カま提案された．とれは流域の形を河道に対して対称な長方形と考え，

雨水は流域斜面を一定速度で流下し，河遣に入るものと考える．そして流域の最遺点に降った雨が流域の出口に

表れるまでの時間を洪水到達時間とよぴ，時間内の降雨強度に流域の土地利用に応じた流出係数を乗じて滅出量

を計算する．

合理式による最大洪水流量は衆式で与えられる．

Qp＝合成A (5-7) 

とこに，。は最大洪水流量（m3/s),fは涜出係数， Rは洪水到達時間内の雨量強度（mm/h),Aは流域面

積（J<:m2）である．

合理式は次の仮定の上に作成されたものであるので，適用にあたっては，とれらの仮定にできるだけ近い流出

特性を示す流域に用いるように注意しな砂ればならない．

(1) ＇ある降雨強度 Rの降雨による流出量Qは，その強度の降雨が到達時聞かそれ以上の時間継続するとき最

大になる．

(2）降雨の継続時聞が到達時聞に等しいか，ぞれ以上長い，ある強度Rの降雨による最大流出量仏間はその

降雨強度Rと直線関係にある．

(3）最大流出量の鵠確率は，与えられた到達時敵対する降雨強度の生起確率に等しい．

{4）流出係数はどの確率の降雨に対しても同じである．

朗読出係数は与えられた流域に降るすべての降雨に対しで同じである．

とれまでの試験地などにおける調査結果によれば，とれらの前提条件に比較的近い流出特性を示す流域とし

て，降雨の浸透や田地貯留の少ない市街化された琉域があげられる．一般に流域面積が大きくなると貯留効果が

大きくなり，合理式の線型仮定が成立しなくなるので注意しなげればならない．適用すべき流域の大きさは100

km2以下であることが多い．

流出係数は流域の地披，植生，形状，開発状況などを勘案して決定する必要がある．流出係数についてはいろ

いろな値か‘提案されているが，その一部を示すと次のようである．なお，計画に用いられる流出の値について

は，計画編第2章なども参照のとと．

(l｝物部による日本河川の流出係数

(2）下水道施設基準の流出係数

商業地区0.7～0.9

工業地区0.4～0.6

住宅地区0.3ゐ 0.5

公園地区O.l～0.2
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第2節洪水流出計算

表5・2 日本内地河川の流出係数

急綾な山地 I 0.1号ー0.90

三紀層山岳 I o. 7ト--0.80

起伏のある土地および樹林

平坦な耕地

かんがい中の水田

山地河川

平地小河川

流域の半ば以上が平地である大河川

0.50～0.75 

0.45～0.60 

0.70～0.80 

0.75～0.85 

0.4シ～0.75

0.50-0.75 

(3）小規模下水道施設基準の流出係数

表5-3 工種別基礎流出係数標期直

ヱ 種 流出係数

／ 
屋根 0.90 

道路 0.85 

その他の不浸透面 0.80 

水面 1.00 

問地 0.20 

芝，樹木の多い公園 0.21 

勾聞の緩い山地 0.30 

勾配の急な山地 0.50 、

表5-4 用途別総合流出係数標準値

敷地内の問地か事常に少ない地域や類俄の住宅地域

浸透面の野外作業場などの，問地を若干持つ工場地域や庭が若干ある住宅地域

住宅公団団地などの中層住宅団地や l戸建て住宅の多い地域

樹木を多く持つ高級住宅地域や，畑地などが割合残る部外地域

(4) アメリカ土木学会の流出係数

0.80 

0.65 

0.50 

0.35 

合理式に用いられる洪水到達時聞は，流域の最違点に降った雨がその流域の出口に達ずるまでに要，する時間と

して定義される．洪水到達時聞は当該流域の特性を謂査して決定するパラメータであるが，通常次の2方法で求

められている．

(1) 降雨が水路に入るまでの時間（流入時間）と水路の中を下流端に遣するまでに要する時間（流下時間｝の

和として求める方法．

乙の考え方は，主として都市下水道の設計に用いられてきたが，合理的な決定法であるためィ近時，山地

や小河川にも応用されるようになった．

①読入時間

流入時聞は流路に達するまでの排水区の形状や面積の夫小，地表面勾配，地被状態，流下距離，降雨強

度など多くの要素に支記される．現在，下水道の設計にはー般に表5-6のような値が用いられている．

自然山地における河道への流入時聞は，市伊血におげるものよりも定量化が困難であるので，複数の経
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第5章流出計算

表5-5 アメリカ土木学会の流出係数

D 

地域の用途別平均流出係数 工種別基礎流出係数 a

商業地域 遭路

下 町 0.70～0.95 アスフアルトおよびコンクリート 0.70；～0.95 

下町の近接区域 0.50～0.70 レンガ 0.70へ-0.85

住居地域 屋 根 0. 75～0.95 

1戸1家族の区域 0.30～0.50 砂層土の芝生

1戸多数家族で建物の離れている区域 0.40～0.60 勾田0～2% 0.05へ-0.10

l戸多数家践で建物の近接している広域 0.60---0.75 勾配2～7% 0.1か』0.15

アパート区域 0.50～0.70 勾配 7%以上 0.15～0.20 

郊外 0.25～0.40 ち密土の芝生

工業地域 勾配0～2% 0.13～-0.17 
あまり密集していない区域 0.50～0.80 勾配2～7% 0.18～0.22 

密集している区域 0.60～0.90 勾配 7%以上 0.25～0.35 

緑地その他

公園，墓地 0.1砂－－0.25

麓技場 0.20～0.35 

鉄道操車場 0.2令、，0.35
、

未改良区域 0.10～0.30 

表5・6 日本とアメリカの涜入時間

我が国で一般に用いられている値 アメリカ土木学会

人口密度大なる地区 : 5分 幹線： 5分 会舗装下水道完備の密集地区 5分

人口密度疎なる地区 : 10分 技線： 7～10分 比較的勾配の小さい発展地区 : 10～15分

平均 r分 平地な住宅地区 : 20～30分

験式等を用いて比較検討して求めるのが望ましい．

②流下時間．

雨水が流路上流端に流入し，流量算出地点まで達するに要する時聞が流下時間である．河道においては

通常Mam註ngの平均流速公式が流下速度を与えると仮定して計算されている．下水道においては，管内

の平均流速が用いられるが，平坦地ではj0.ト l.Om/s，勾配のとれる地域では， 1.15～1.26m/s，枝線

では， 0.6～0.9m/sが一応の目安として用いられている．

(2）経験式を用いる方法

洪水到達時間を求める経験式は，いろいろ提案されてきているが，その多くは流路長と勾配を用いた表現

となっている．

①クラ｝へン（Krav1田）式

－一
w

1/100以上

3.5m/s 

1/200以下

2.lrri./s 
…一山

T=L/W (5-8) 

ここでは， Iは流路勾配， W は洪水流出速度， Lは流路長， Tは洪水到達時間である．

② 1レチーハ（:Rz出a）式
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T=L/W 

W =.20Ch/ L)o.s 

乙ζで

W：洪水流出速度 Cm/sr
h：落差（m)

L：流路長（m)

T：洪水到達時間（s)

第2節洪水歯車出計算．

＠土木研究所での調査によると，洪水型瞳時聞は，都市施域では，

T=2.40×10-"(L／.／わM ♂（5-9)

自然流域では，

T::=l.67×io-'(L／.／否）師、（5-10)

で表されると報告されている．ととで， T：洪水到達時間白1),L：涜域最遺点から流量計算地点までの

流路長（m),S：流域最違点から流量計算地点までの平均勾配である．

乙の公式の適用範囲は都市流域市域面積A<IOkm2,s＞命，自然続犠では， A＜印刷S＞布
である．

2. 単位図法

単位図の考え方は1932年Sherm組によって提案されたもので， I対象とする流域において，単位時間区降っ

た単位強度の有効降雨によって生ずるハイドログラフを単位園（ユエツトグラフ｝という．単位国を用いた実流

域における流出計算隠は，次式が用いられる．

q(tト~r.(t-j•Llt)•h(j•Llt)•Llt (5-11) 

ととに， q(t） ：時刻 t にお砂る流出高， r.(t） ：時刻 （t-Llt）～t の間の有効降雨強度， h(i•Llt） ：単位国，
L1t：単位時間

単位図法の基本的な考え方は，単位時聞に降った単位有効雨量による河川の説出曲線は常に一定であり，重ね

合わせが可能であるとりう，いわゆる線形性の仮定である．実際の流出現象は，洪水の規模によって単位函が異 J

なり，また降雨継続時聞が同じでもそれによるハイドロ弁ラフの継続時聞は担瑚流量によって異なる．すなわち

非接形であるため，単位園法はそのそもそもの仮定に問題を含んでいることになる．しかし，計算作業が比較的

簡便であることおよび後述のように水文観測資料の蓄積がない流域について，地形条件等から人工的に単位図を

合成する．ととによって河川計画に用いる荷量ハイドログラフを求められる等の長所があり，米国では樺準的手法

の1っとして広〈用いられている．

単位図法にお砂る有効降雨の算定には，累加雨量一累加損失量曲線が用いられるζとが多しまた単位時間

Lltは有効降雨のピークと流出量のピークとの時差の 1/2・～1にとるのがよいとされている．

また読量の未観測地域に対し，地形特性に基づいて人工的に合成した単位図を合成単位園（Synthesized・unit 

Hydrogra凶）という．実際の降雨，蹴出量から単位図を求める手法および合成単位留を作成する手法について

は，例えぽ流出計費伊腫集や水理公式集を参照されたい．

3.盤蜜圏鯛
貯留関数法は1961年木村によって提案された手法であり，涜出現象の非線型特性を表すために，降雨から流

出への変換過程を導入し，貯留量と流出量との聞に一義的な関数関係を仮定して，貯留量を媒介変教として降南

量から菰出量を求めるものである．

この方法では就域ぎたは，河道の貯留量Sと，ぞれからの流出量Qの聞に，

S1=KQl (K,p：定撤） . (5-12) 

・89 

＠ 
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5-6 基本高水涜量の妥当，

(1) 合理式による評価

1)洪水到達時間

別添資料 1-1 5 

接水到達時聞は、クラーフェン式による 2.8時間（169分）を採用する（Il-47，・4-3節参照）。

2）涜出係数、

面積加重平均により、的.72とする。

表5-6-1 面積加重平均による流出係数算定結果

流域面積
山地 水田 溜池 市街地

流域名 （財） （加り （ぽ） (kniつl

（財）
f=0.7 F=0.7 f=1.・o f=0.8 

上流右岸流域
（野々川ダム読域，田別当川l流域）

5.27 3.93 0.90 (). 10 0. 34 

上諸域 24.23 17.61 3.04 0.24 3.34 
（本j月上流端～宿読域）

中施域 32.80 22.70 5.17 0.77 4.16 
（宿～中田橋流域）

下擁域
（中田橋～山道橋誠紛

3. 00 1.66 0.75 0. 12 0.47 

石木jII流域 11.80 10.49 0.88 0. 00 ・0.43 
｛石木川合読点～石木川上続端）

合計 77.10 56.39 10. 74 1. 23 8.74 

流出係数f（面積加重平均） 0. 72 

Il-10.6 

， ・．
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3）続出量

降雨強度式（佐世保測候所）

R100ー30,982.()82

－ T+l71.43J 
〈『降雨強度式改定業務委託平成9年3月』報告書より）

表5-6-2 合理式による溝量算定結果

洪水到達
流域面積

佐世保降雨 .JI 降l棚雨）.1強！統度域
時間

A 
強度 流出率 ピーク流量

t 
(km2）・ Rioo RlOO×0.94 f 1/3. 6 • f • r・A

(min) （凶hr) （叫hr)

169 77.1 91. 0 85. 6 0.72 1,320 

合理式IQ＝よxfxrxA.Jによる流量算定として、洪水到達時間2.8ht-~：.. c;:i降雨強度戸
~ 3.6 . ") 

85.6mmを導き、流出係数f=O.72、流域面積A=77.lkm2を用いてピーク流量を算出した結果、

!:?=L320m3/sとなり、貯曹関数法による基本高水流量Q=1. 400m3/sとほぼ同等であること

から、妥当と判断できるロ

Il-107 

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一←一一一一一一
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5.基本高水

5-1 涜出解析モデル

'Jfl欄JI！統域ではy 雨量親測所や水位観測所が整織され、貯留関数法を用いるのに十分なデ』タ

が蓄積されτいることから、貯留関数法により・議出解析を行う。

(1)涜域分割

川棚Jllの流出形態は、支川が葉脈状に分布し合続する形態となっている．

このため、支：Jriの数も流域面積100¥ml2－程度の河川としては、 13支Jlfと多くなっている．

続域分割払続出支川及び合涜形態を考醸して 35 読域 16t可道~－する．図 5-1-1 fζ流域分割図

を、表5-5-1.lと分割諒場面積の一覧を示す．

流域 減域名
NO 

ま JIJ棚J.11上流域
2 小働I峨域
3 橋谷Jll流域
4 野々mr~流域
5 野々 Jll残波域
6 川掛川残続域
τ 井石川誠域
8- )II棚Jll残流域
9 回別当川統犠
10. 国別当接続犠
11 川棚Jll残波域
ii 内渡川涜域
13 川郷！Jll残務域ー
i4 金屋jll紛~
15 )If棚iJII残務域
16 Jfl細川残流域
17 村木JI（漉域
18 Jll棚川｝残読域

義5ーら1 JU棚川分割減域面積ー覧

減1域面積
(kni2) 

5.印

2.25 
.2. 38 
2.25 
0.10 
0.10 
.5. 63 
0.60 
3.02 
0.48 
.0. 52 
1.86 
1. 52 
3.10 
1.10 
2.-30 
-9.10 
0.60 

4、-

累加面積 流域
(kmz・〕 NO 

5.69 19 
7.94 20. 
10.32 21 
12 .. 57 22 
12.67 23 
12.77 24 
18. 40・ 25 
19.-QO . 2.6 

22・. 02 21 
22.50 "28 
23. 02- 29 
24.・88 30 
26.40 3i 
29. so・ 32 
30.60 33 
32.90 34 
42.00 35 
42.50 

II-78 

流域名

JI l内Jll流域
Jll棚川残統域
長野川流域

川棚川残流域
川棚JIi残読域
志折）Ii流域
Jll棚川残流域
猪乗川流域
川搬川残滅域
JI l棚川残涜域
Jll棚Jll残流繊
川細川残統域
石木ダム流域
宥木川残施域
Jll棚川残流域．
野口Jll流域
Jll棚川残涜域

合計

流域面積 累湖面積
(km2l （畑町

3.54 46.04 
0. 26 46.30 
3. 80 50.10 
0.60 50.70 
2.60 53.30 
2.55 55. B_S 
2;25 58. 10 
4.20 6.2.30 
o. 71 63.10 
0.76 63.77 
o. 55 64.32 
0. 68 65.00 
9.30 74.30 
2.60 '76.80 

。‘30 77.10 
2. ao・ 79.40 
2.04 81,44 

Sl.44 8.1. 44 





｛活寝況洪ii~流出モラ宅Jレ（検証計葬モデル）
現況洪水続出モデルほ、定数解析（検証詐算〉に用いるものとし現在JIJ翻m流域内に設置されて

い石流出抑樹施設である露地111ダムのみを考睡した続出モデルとする。

・() 

7〕

』

野k]IJダム
． 

四
郎
当
川

凡例
b：擁域
ロ：府遊
園：既設！／A
＠二基準地車 1

O＇；主要地点
・：刺繍鰍

国5.-1-2m棚m穆況流出モデル図 C検証計算モデ＇JLr)

lI-lfO 

一 一一一一一一一－一一一～ーー一一－－ーーー一ー一一－一一ι司’ー－町一一－一ー一一一－・－・ー一ーーャ「・一← F一戸ーー一 －一明－.
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5-? 定数の設定

施議リザ定ー数ブ民定P数を！ーこよ決9髭、定 十一一n-aH 

山涜地成苅遅II滞1の線経開蔵式1鵠tとよ定仏 トー－n-s1寸

よ
湾建経遅験滞式時に間よTLりを‘設定 トー－］［－ 81-1 

よ
検証地a点s底に涜お2けtaるb集を猿沼定健によ切 トー－n-81’t 

一次流出事事旨~·ご.s.一飽次和段薦定量ゐa='IO伽m
／ ト－n・81-1

・1 
涜出昔t•

トー－n-as 〈雨量のトライアJt.)

ll-83 

1 －－ーーー一回ー・田ーー－~－J吉弘．ーー二ーー『回目．. NO 
: 続線定数Kft車の安吏－ ：＋－－ーコ

ー同ご・申ーーー恒『回目白圃・.，.－・園田ー四『開田ーーー『ー” I 

E『『ーーーーーー直司ーーーー司1'"－－明ーー・圃圃・・・F ー「 ・！
！ 涜自動. ! i 
! 【隔のわライアJI,.) l : 
－一一一一一一－；－－－－－一一一一J : 

－一丸、’..~＿ l r’...... －－「糊働側l備に＼～～－ i 
～～『ー・ 含しセいるカ吟 －－－－－－－－一一

ー旬、 ---

TYES 

仁む n-s11-1 

検証計算におけるモデル定数の同定手順

来今回の検証計算結果については、一決設定によるK健により十分な適合

度が慢られたため、赤線のフローにより定数尽同定された。

ただし、点線で示したK値を変更した場合についても、参考検討としで確

認を行い、一次設定によるK健が最も適当と判断した。

Il-81 
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(1）検証計算における定数の蔑建

~に示す方法tとより、現混掠域におけ寄モデル定数を一次設定し、実績洪水を対象に検証計算
をおとなった結呆、妥当性が確認された．

.1）据域定数〈民的・・・・表層面φ擁れを層統と考え， P=l/3~ t.~ Kは9ザープ定数にて設

危

．嚢5-2-1 施場定数（検証計算〉
..盟蘭E

l 思 I~＇・
総峨渇

宅＂ 晶間圃層句、 h事‘a萌，sn‘ 事a笥a司. 機綾cu 
一

』己。旨駒窓川棒l鶴縁続爆，国II賂JI脇樹 s.刀 書~ i)，弛． 0.10 4.!>3 . 阿4 o.1i3 

』b佑埠繊111.l：捷場、街路唱。 24.13 17.70 3.34 0.24 21.28 却 S 0.107 

中（fl漏z問餓中虚樋鵠織》 鈍凋 玄己:70 s.11 0,77・ 21.88 3，但 0.107 

寝苦告白山蹴帥 3.!IO l.“ 0.77 0.12 2.SS O,JIS G.104 

曙S幅＊削m遺』舎掘E健A『帯ホJIU：縄鵬 11.80 10."9 o.81. 0.00 11.31 0.24- 0.116 

2）掠域遅滞時間（Tl）・・・・流路延長を轟に『山地調川の経験式』を用いて陵定

Tl=O. 0410L-O~ S(j CL> U. 9km) 

Tl=O.O (L孟11.9k闘1)'

すべてL孟11.9加であるため、 Tl=O.Ohrと設定した．

官漉定積K

・10.0 

ω．宮

.71.3 

65.7 

36.4 

3）既定施量（Qb）・・一一－－検証計算における基底純量は、各検証地点の実視植をもtf；：設定し

"Ito ‘ 

4）一次蹴出串（fl），飽和雨量仇.） ...検証軒算位おける一次流出皐（fi）及び飽和南盤（R.J
除、下記の様劉直をもとにむ＝0.5，弘＝1'1伽ーとして一次設定し、各洪水毎にトライアルによ

り同定した．

fl, Rsaの1榛樹櫨｛f中小前JI）許商の手引き｛案） 中小河'Jll計商検討会鏑Jより）

I. l 自然概域.I J都市読域 l
I f1 I o~s I 淡遊傍荷Jltで安山岩貨の場／IIにおいて ． 

§）河道遅滞時開

設定した．

I~~耐 I . 100-. I 60 .. " tl=O.SS. Rsa=l仙畑峨mされている．

(Tl）・・・淘道による到連時開の連れのみを考躍するものとし、経験式により

Tl=7.3.6・10斗・ L• rl/2 >( 60 (mi Ii) 
表6-2-2 珂道遅滞時間一覧表

拘it4'
区閉路館

勾餌． 回開 L 
伽古

Ill 

A 小榔唱会総~·－－踊樹If合h (16.G緑町 IS.9.50) 0.15!10 200 

B 棟割JI合艦..～，!f"'<Jll合縫虫 (1.5.l>SO～ t:S.200) 0,7.!拘 沼田B

c ’fir,』H合健康司捗寄t』1舎錐ii. (1~200 -.J4.14Ci) ωω． 訓”
1). 調司EiJJI－健お～周，繍Ill合配慮 (f（：鮒ー 14,(QO) QIU!. 200目

~ IU!illl~JU台統怠』肉緯』，，.合億歳 {14,(k冊目 13.IDO’ u鈎 220 

F 内歳』，I金総事向．企鹿Ill合健ill・ α:u伺～ lUC陶｝ 1 a泊 220. 
。． 金屋JI崎寵事’h 脚11編合憧怠 {IUOO・ιIJ.llO) 弘樹園田 300 

を量 脚聞情合健志、持剥1陪憶怠 l:U.110 - 9230) t.880 . 30b: 
I 付柑IJ・舎鎗4-111陶If・合法慮

（＂＇却－ ・-
o.m. .500' 

J ” Jll内Ill陪縫怠～疑問1世穂鳳.( 8.360～ 7.3句〉 1.儲ID 500 
・g 実際：111舎稼Al：－§抑’I合法点 t指図～ M初｝ l.480 500 

J.. 怠朝日合鎗Ii,～擁尉’陥縫li ( ・s,qo - 4AOゆ ー・．
1:.4鈎 錦織

M ‘ ．場捕H合涜混同事制晴舎骨量旗 (4局側 M 2'“E’ '21'19 ・SOO 
3曜 ．者調ii・舎量t4～肉溜情合強iii . （孟060,.,.. J..3輔 。別問l soo 

tt.-81-1 

一一一～一 一一一．、
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ω検証計算

1）検箆対象洪水の遣事

検証対謀説氷除、誠域lと志位観測析が整備された昭和 61年以降ρ上位s謀本としたよ

検盤対象訣ホ

〉砲滴閃年6Ji' 2日

》平成1年1.ij 28同

〉平成2年11.12a
表ト2-3 24時舗商量の確率穿樋〈昭和 61年以降の上位a洪水〉

勢水省 ・24時間商量 確率評価

S臼.62鋲ホ 336.7 . 1130 

耳1.7.28：誤ホ 2521 118 

H2.7,2：棋水 348;2 li4S 

コ

.2j検建計算結果

検証対象3棋水について現視流出モデル｝とより流出解析を実施し、実績続出法形との整合をチz

'Stクし・it.。

一次誠出皐（品〉、飽和雨量低調）ほ宅扶掠毎iζ実績按穆と計算渡諺kの適合を考え：（決定する

ものとL、実績議出量と計算続出量の誤差が小さしかっピーク誠量の再現性が商くなるようトラ

イアル計算を行った。

また、－－＇次設定による涜域定数（ K)lとより十分な適合度が得られない場合には、玄値について

もトライアルを行．うものとしたh

誤義Bは下記の式により郭価し、 Bく0.03を判定の目安主じた。

B＝器（Qo~~

とこに、 E：誤差， Qo(I):l持の築制漏出量， Qof.fJ・：I時め計算流出量， Q句 1集測の最大統白量，

n：許； 時’間数。

Il-82 
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①第 1周検証計算結果

第一回の検証計算結果を図5-2-1，表5-2-4lと示すム

洪水者 Kxα 

1.0 

也
飢so
o~o 
0.50 

5-2-4 検証計算結果〈第1回〉

第一回の検証計算結果は以下のとおりであった。

・いずれの洪水についても実測値、許算催の波形は概ね相似形となっており、流域定数の設定

・値は、一次設定値で妥当である．

・昭和白年洪水については、降雨ハイエトから前期降雨が多いために、実現象に対して検証

計算結果は洪水の立ち上がりが早く，ピーク減量が大きい。よって，一次設定値に比べて

R揖を大きくする必要がある。

・平成元年洪水については、降雨ハイエトから前期降雨が少ないために、実現象に対して検証

計算結果はピーク涜量が小さい。よって，一次設定値に比べてRsaを小さぐする必要がある。

J②第2国検証計算結寒

最終の~数による検証詐算結果を図 5-2-2，表 5-:2-5 に示す。

Kxα 

1.0 

n. 
0.50 
o.so 
o.so 

表5-2-5 検証計算結果（最終〉

最終定数では計算流出渡形と実績波形が｝勾貫一致し、ピーク縮量もほぼ同等となった。

~） また、最小2乗誤差も概ね 0~03以下となるととから、定数U強寵されたものとした。
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参考検討：涜域定数K.値のトライアル

モデル定数の検笹許算においては‘擁域定数E値については、 Pザーヌ定数民よる一次設定で＋

分な適合度が得られたと判断し、一次設定値を採用した． ’ . ・-

ここでは、参考検討として、流域定数豆値を一次設定値の0.9～1.1傍とした場合の適合度につい

て検討した．

誤差Eの一覧を表5~田e tζ、Kを 1.1倍， 0.9倍とした場合の涜出計算結呆図を図 5~2-3，図－5":"2-4
に示す。

表 5-2:...S

Kxu . fl 
o.so 

fタ
， 』再瓦品ー’ーー.. I 1.0 O;so・・ 
IH2.7.2 0,50 
栂臼；6.2 0.50. 

斗）

1.1 0.50 
0.50 
0.50 

0.9 軍部
o.so 

いずれのクースにおいても、誤差は0.03未満となるが、誤差が最大となるケ戸スが最も少なく‘

．、全ての勘kに対して平均的に適合度が良い一次設定値であるま＝1.0倍を採用することは妥当であ

る ．－． ’

、

． 

n-s9-1 
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・ 世ZM狩k；検証における山選権ピータ漉量！とついて

近年最大の出水となっ党平成.2年7月深水では』基準地点である山道橋水位観測所が破

損し、＊故障欠舗となった；， . 

レかじ、洪水産後に行われた調査により、・尚道橋宮下（~β∞｝の譲跡水症がわかってぬ
る．

ぞとで、．平成2年当時の洞遣を・対象とした不等統計算により 1/;300地京の H-Q関候式を

作成し‘痕跡水位よりピーク流墨を逆算した．

その輯畏守山道橋付近でめぜ『ク減量は'7.94.7m3/sと算定されたー－

義一1. H-Q式算定条件
項目 内容くす 戸

時
軒

不等議音博
平成2・年栂道

jj~＝200m.を選率とえした
• T.P-t2:10血を：.-()1740地点区与え．た

R長崎告さkaける実績繍位T.P悔0.68mを改正
哉，｛O劫医よりJI(櫛潜守の鍾T.Pキ2.lO凪に
橋正．．

対象．減量．

n=0.035 
E亨＝又
計画館量（li~onl3is〕の却弘 4o,%; 60弘
807'. 100弘 120%涜量

＼
J
J
 

自

表~2 涜蓋逆算結果
’内容

:+O・.15；百y-r

II-90 
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(3）計画定数ω設定

1）流棋定数K.P

基本高水、計画高水の算定においては、将来流域に対する統域定数Kを検証計算と同じくロザ

ープ定数を用いた方法により設定するものとし、将来流域の土地利用状況につい．ては、川棚町及

、び波佐見町の下水道計画等をもとに推定した。

表5『・a-:r施域定数．｛計画定数｝
調捺亜日且

総波4旨 議議面積 帥11』勉l2) 水銅 繍他
偽晋！21. 

市街地 総棋担IJf. 総減定駒C
依ml}" Oan21 '{kml) ゐn2) c 

上｛時続右局J岸If涜グ域J,.続綾． !!UPI当）I鴎掛 S.27 3.拐 0.90 0.10 4.93 "0.34 .0£113 10.0 

上｛本波J犠II上・索機～繍掛 却.23 17.61 3.倒 0.24 20.89 3.34 O.IOS 59.5 

中｛健宿椴～中間指捻域｝ 32 .• 鈎 22 5.17 o.n 28.64 4.16 0.1.06 77.6 

下｛続中減岡循守山道自由涜掛 3.00 J.66 0.75 0.)2 2.53 0.47 0.103 65.l 

~石＊~：合峨漉泉同宮木Jll上流機J 11.80 10.49 0.88 0.00 11.31 0.43 O.llG 36.4 

基（準山道地術点～下河龍模口鋭掛 4.34 3.40 0.01 0.43 3.84 0.50 0.1曲 87.0 

II-93 
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勾一次涜出率（fJ，飽和雨量｛量J
以下に示す根拠を総合的に勘案し、計画における町、 R却については、 fl=O.S,Rsa謂 10伽mと

した。

①過去の実績挟水における総商量～直接流出高の関係

過去の実績記録による一川棚川流域の総雨量と寵接擁出荷の関係は下図のとおりであり、概ね

担＝0.5,Rsa=lOO.血血となっている．

400 

350 

, .. ,..d ！／ ， 
300 

..... ・" .・・’ :: ＼ノ
250 

ノ／ ／ ！／ s 官
。

／まト〆
ls1:f~· よ今／き 、

100 

...... :・ 白z。II_.' 院 。山纏構 C*Jll賓＊Ill合局後z~竜~Ai)
。省 ＜＊』＂石木 Jll合館前〉

50 

d戸
~ 

。宥ホ栂 《寄本Jll)

草野々 JIJダム｛量華々 Jll)
IR制 00町民間.so I 。。 50 100 150 200 250 300 350 400 

鎗雨量伽｝

回~－2-5 実測総雨量～車接涜出高関係国

②検証計算による確認

九

， 

検証計算における主要洪水のfl,Rsaは、 fl=0.5, ・Rsa=80＇.～190mmであり、計画値もこれと間

程度であるB

＠近傍澗111の計画僅による確認

近傍荷JI！の郡川における許商僅は、 fl=().55,R鈍＝10伽血であり、 Jll棚IJ!I流域の計画値もど

れと間程度である。

II-93.-l . 
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4）基本高水のピーク流量の決定

計画雨量を用いて流出計算を実施し、基本高水のピーク流量を決定した。

①貯留関数モデルの概要

川棚川の流出計算には、貯留関数法が用いられている。

表5に流出計算モデノレの概要を示す。

表 5 流出計算モデルの概要

I頁目 内容

計算手法 貯留関数法

別添資料 1ー17 

流域定数（K,P) 表層面の流れを居流と考え， P=1/3とじ、 Kはリザーブ定数にて設定。

流域遅滞時間（Tl)

定数設定

一次流出率（fl)
飽和雨量（Rsa)

河道遅滞時間(Tl)

流路延長を基に『山地河川の経験式』を用いて設定
すべてL孟11.9kmであるため、 Tl=O.Ohrと設定した。

総雨量～総流出高の関係よりf1=0.5,Rsa=100mmとして設定

河道による到達時間の遅れのみを考慮するものとし、経験式により設定。

出典：参考資料p.II -81-1 

図 7 川棚川水系流域分割図

出典：参考資料p.II-79 
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表 6 貯留関数定数一覧表（計画定数）

流域名 流域面積 流域定数K 流域定数P 一次流出率引 飽和雨量Rsa

(km2) (mm) 

上流右岸流域
（野々川ダム流域，回別当川流域） 5.27 10.0 1/3 0.50 100 

上流域
（本川上流端～宿流域） 24.23 59.5 1/3 0.50 100 

中流域
（宿～中岡橋流域） 32.80 77.6 1/3 0.50 100 

下流域
（中国橋～山道橋流域） 3 .. 00 65.1 1/3 0.50 100 

石木川流域
（石木川合流点～石木川上流端） 11.80 36.4 1/3 0.50 100 

出典：参考資料p.II -93 

②流出計算結果

過去の主要洪水（計画雨量400mm/24hr）を対象として、基本高水計算モデ、ノレにより、

流出量の算出を行った結果、昭和 42年 7月9日型にて最大流量を発生し、基準地点山道

橋でピーク流量 1,400阻 3/sとなった。

表 7 川棚川主要地点基本高水流量算定結果一覧表

洪水名

：夜枕肩 I －古本"!li • 石末

(C.A.~2~.02kmろ . (C.A.•65.00J:rn') 1 (C.A吋 l.80km；〕

(mヨ＇／s) , (m3/s) . (m3/s) 

377.3 I 如 8.6I 235.6’ 
237.州 安ま9 す石支
208.7 ' 322.9 ! 寸育支？
'b ~ fJi I 6. 

286.9 636.0 

. ~35.51 2笠ム
2l l.2 i 507.6: 
百万T 蕊百
安江町一－ E蕊万7

－

T

i

 

n
v
n
u
 

日

3

a
－

内

ぷ

立旦4

旦壬ι
]31.2’ 

寸否：6'-
ーーー四国ーーーー品
267.l' 
360 1090: 

16.8‘ 30.5: 18.2: 17.7 

出典：参考資料p.II-104 

③主要洪水におけるピーク時差について

流出計算においては、表5の流出計算の概要のとおり流出計算モデルに基づく河道の

遅れ時間を経験式により設定している。流出量の算出を行った過去の主要洪水における “iγ 

石木橋地点、と山道橋地点の流量のピーク時間を表8に示す。
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第2-1寧 i可避並びに河川構造物

るハイドログラフ及び洪水調節容量が最大となるハイドログラフ

2. ダム流域の対象降爾より求められるダム地点のハイドログラフ群のピーク流量が最大となるハイドログラ

フ及び洪水調節容量が最大となるハイドログラフ

を検討し，ピーク流量の最も大きいもので決定するのが一般である．

3.1.2 洪水調節方式

ダムによる洪水調節方式は，下流計画基準点に対し目標とする洪水調節効果を確実に挙げる方式の

中から，洪水流出の特性，調節効率，操作の確実性，維持管理の容易性等を考慮して決定するものと

する．

解説

ダムによる洪水諦節方式は，河川の状況，洪水流出の水支学的特性，貯水容量，放流設儲，調節の目的，調節

効率，操作の確実性，維持管理の容易性及びダム下流部の河道の改修状況などに応じて最も確実かっ効果的な方

式を採用しなければならない．ダムによる洪水調節の方式には，以下のものがある．

l. 一定率放流方式

洪水調節開始流畳以上の流入量に対し，ピーク流量に逮する流量までは流入量の一定割合を，ピーク流量に違

した流量以降は一定量を放流する調節方式で，中小洪水にも大きな調節効果が期待できる．一般に，ダム下流の

洪水主主が下流計画基準点の洪水量の大部分を占めるような河Jll，河道の整備が余り進んでいない河川等に適す

る．

2. 一定量放流方式

洪水波形等にかかわらず一定量の放流を行：う，いわゆるピークカット方式であって， ー般に河道整備の進ふだ

河川では高い調節効果を発揮できる．中小洪水には相対的に調節効果は小さい．

3. 自然調節方式

洪水調節ゲートを有きないか，若しくはゲートはあってもー定開度保持等により調節操作を行わない方式であ

る．必要な洪水調節容量は大きいが，人為的な操作がないため，管理が容易な方式であり，一般に，流出の速い

小流1或のダムを中心に用いられている．

4. 不定率調節方式

下流域からの流出との聞に時間差があり，洪水の前半部あるいは後半部において特に調節を要する場合や最大

流量付近を特に貯留する必要のある場合に採用される．

小流域のダム（おおむね 20km2以下）並びに洪水調節容量の小さいダム（おおむね相当雨量噂somm.以下）で

は，ゲート操作の繁雑さを避けるため，自然調節方式とすることが望まじい．また，相当雨量lOOmm以下のダ

ムでは自然調節方式を検討しなければならない．

不定率調節方式については，効率の良い方式であるが，洪水波形を舗度良く予測する必要がある．

なお，これまで整備されてきたダムは，その建設の時点で治水，利水それぞれの必要性に応じて整備されてき

たが，水系に複数のダムが整備され運用される段階になってくると，個々のダムの運用が，必ずしも地域のダム

群全体として最適な運用になっているとは限らない場合もあり，降水量やダムの集水面積等の条件によって治水

に有利なダムや利水に有利なダムがある場合，ダムの改築等とあわせて，既設グム君事の治水，利水の容量の再配

分や運用Jレールの見直しにより，それぞれ単体のダムとして運用するよりも，より効果を発揮する場合があり，

このような観点に立って，既設，新設ダムの洪水調節方式の検討を進める必要がある．

e洪水調節容量メ流域面積を mm単位で表したもの

187 

8 

個
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ダムの洪水調節について

( 1）洪水調節方式

洪水調節方式については、国土交通省河川砂防技術基準閥解説計画編より f小流域の

ダム（おおむね20kd以下）並びに挟水調節容量の小さいダム｛おおむね相当雨量50mni

以下）では、ゲート操作の繁雑さを避けるため、自然調節方式とすることが望ましいoJ

とされており、有木ダムの流域面積は9.紘 dであり、流域の規模が小さく洪水到達時間

が短いため、ゲート操作の時間的余裕がないことから、人工的な操作が不要な’自然調節

方式とした。

（一）

(2）洪水調節計算

昭和42年 7月8日洪水型（計画雨量400mm/24hr）を対象として、野々川ダム、石木

ダムを考慮した計画高水計算モデルtどより、漏出量の算出を行った結果、石木ダム地点

にて擁入量280m3/s、放減量60m3/sで、山道橋地点で基本高水施量1,400血3/s、計画高

ーーーーー書家ダム表λ量
ーーーーーー寄＊~A総浪隠

←.， 

．担M

．水涜量 l,_130m3/sとなる。
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治水対策のtt較検討
し

④放水路案③遊水地案②ダム建設案①河道改修案目項

放水路延長
遊水地 35.88ha

河道改修
川｜棚川 L= 960m 

石木川 L=5,340m

石木ダム

河道改修
川棚川 L= 960m 

石木川 L=2,000m 

河道改修
川棚川IL= 4, 080m 

石木川 L=5,340m 

施設諸元
L=2,50,0m 

・川棚川l本川及び石木ダ
ムはほぼ現況の河川環

境を保持できる。
・ トンネノレ及び呑口部、

吐口部が大規模な施設
となり、施設が完成す
るまでに長期間を要す
る。

－大村湾への直接放流に
よる漁業への影響等に
ついて、十分な調査の
上、適切な対応が必要。

－川棚川本川では、ほぼ
現況の河川環境を保持
できるが、遊水池付近
の河川環境が変わる0

．圃場整備済の農地への
影響が大きい0

・大量の掘削土砂の処分
．工事に伴い、橋梁の架

替9橋、堰の改築17基
．補償対象

遊水池
面積：農地35.9ha

河川改修

家屋4戸
面積：宅地0.3ha

農地7.6ha

・川棚川本川及ひ、石木川
のダム下流ではほぼ現
況の河川環境を保持で
きるが、ダム湛水区域
では自然環境が変わる。
補償対象

家屋67戸
面積：宅地29.6ha

農地177ha

山林216ha

－川棚川本川及び石木川
の河道改修を行うため、
河川環境が変わる。
沿川に家屋が密集して
いる。
工事に伴い、橋梁13

橋・ JR橋l橋の架替、
堰の改築18基
補償対象

家屋48戸
面積：宅地1.lha 

農地8.3ha 

社会的

条件

浬
純
初
蹄
章
司

l

M

O

特になし特になし特になし特になし

215.6億円

34 

187. 4｛意円137. 5億円147.2億円

技術的

条件

経済的

条件
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2・ 基礎地盤から堤頂までの高さが百メートル以上のダム文は特殊な設計によるダムには、前

項に規定するもののほか、当該ダムの管理上特に必要と認められる事項を計測するための

装置を設けるものとする。．

（放流設備）

第十四条ダムには、河川の流水の主常な機能を維持するために必要な放流設備を設けるも

のとする。

（地滑り防止工及び漏水防止工）

第十五条 貯水池内若しくは貯水池に近接する土地におけるダムの設置若しくは流水の貯留

に起因する地滑りを防止し、又は貯水池からの漏水を防止するため必要がある場合におい

ては、適当な地滑り防止ヱ文iま漏水防止工を設けるものとする。

（貯水池に沿って設置する樹林帯）

第十六条 貯水池に沿って設置する樹林帯は、国土交通省令で定めるところにより、貯留水

の汚濁又は貯水池への土砂の流入の防止について適切に毘慮された構造とするものとす

る。

第三章堤防

（適用の範囲）

第十七条 この章の規定は、流水が河川外に流出することを防止するために設ける堤防及び

ー霞堤について適用する。

（構造の原則）

第＋八条堤防は、護岸、水制その他これらに類する施設と一体として、計画高水位（高潮区

間にあっては、計画高潮位）以下の水位の流水の通常の作用に対して安全な構造とするも

のとする。

2 高規格堤防にあっては、前項の規定によるほか、高規格堤防特別区域内の土地が通常の

利用に供されても、高規格堤防及びその地盤が、護岸、水制その他これらに類する施設と一

体として、高規格堤防設計水位以下の水位の流水の作用に対して耐えることができるものと

するものとする。

3 高規格堤防は、予想される荷重によって洗掘破壊、滑り破壊又は浸透破壊が生じない構

造とするものとし、かつ、その地盤は、予想される荷重によワて滑り破壊、浸透破壊又は液状

化破壊が生じないものとするものとする。

（材質及び構造）

第＋丸条堤防は、盛土により築造するものとする。ただい高規格堤防以外の堤防にあって

は、土地利用の状況その他の特別の事情によりやむを得ないと認められる場合において

は、その全部若しくは主要な部分がコンクリート、鋼矢板若しくはこれらに準ずるものによる構

造のものとし、又はコンクリート構造若しくはこれに準ずる構造の胸壁を有するものとすること

ができる。

htゆ：／凡aw.e-gov.go.jp血価証data/SS1/851SE199 .html ー2017/04/03
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（高さ）

第二十条堤防（計画高水流量を定めない湖沼の堤防を除く。）の高さは、計画高水流量に応

じ、計画高水位に次の表の下欄に掲げる値を加えた値以上とするものとする。ただし、堤防

に隣接する堤内の土地の地盤高（以下「堤内地盤高」という。）が計画高水位より高〈、かつ、

地形の状況等により治水上の支障がないと認められる区間にあっては、この限りでない。

計画高水流量（単位一秒間につき立方メート 計画高水位に加える値（単位メート

ル） Jレ〉

｜ニ00未満 llo・六

J=o 0以上

｜五00未満

｜豆00以上

四 二、 000以上

玉、 000未満

1-o、000未満

因卜o、000以上 ｜｜ニ

2 前項の堤防のうち計画高水流量を定める湖沼又は高潮区聞の堤防の高さは、問項の規定

によるほか、湖沼の堤防にあっては計画高水位に、高潮区間の堤防にあっては計画高潮位‘

に、それ れ波浪の影響を考慮して必要と認められる値を加えた値を下回らないものとする

ものとする。

3 計画高水流量を定めない湖沼の堤防の高さは、計画高水位（高潮区間にあっては、計画

高潮位。第五項において同じ。）に波浪の影響を考慮して必要と認められる値を加えた値以

上とするものとする。

4 津波区間の堤防の高さは、前三項の規定によるほか、計画津波水位に河口付近の海岸堤

防の高さ及び漂流物の影響を考慮して必要と認められる値を加えた値を下回らないものとす

るものとする。

5 胸壁を有する堤防の胸壁を除いた部分の高さは、計画高水位以上とするものとする。

（天端帽）

第二十一条堤防（計画高水流量を定めない湖沼の堤防を除く。）の天端幅は、堤防の高さと

堤内地盤高との差が0・六メートル朱満である区聞を除き、計画高水流量に応じ、次の表の

下欄に掲げる値以よとするものとする。ただし、堤内地盤高が計画高水位より高〈、かつ、地

形の状況等により治水上の支障がないと認められる区間にあっては、計画高水流量が一秒

間につき五百立方メートル以上である場合においても、三メートル以よとすることができる。

圃｜計画高水流量（単位一秒間につき立方メートル）｜｜天端幅（単位メートJi, >I 

日i五00未満 I II三 ｜ 

h仕p://law.e-gov.go.jp/htr叫data/851/851SEl99.h:加 1 2017/04/03 
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（※川棚川河川総合開発事業（施設名：石木ダム）の検証にかかる検討）より

隊 現行計画 遊水地案 遊水地案
放水路案 河道繍剤~ 引堤Z巨 4量防機上It~ 権合案｛河道掘削＋

（ダム） その1 その2 堤防嵩上げ＋ヲi堤案｝

掴過汲＊崎l主計園高水位を岨え 掴過泌尿跨1:t十圃直木位壷掴え
る.l院た．他の寂より計圃高規採位 . 晶·＇候た．他の来より針11•本位

安全度 が高いため、破岨した省吉．後書 が高いため、値埴した場宮..事

（被害軽減 が:I<曹〈〈よる． が大き〈怠る．

効果）
下斑から圃虫、泊水量全置を圃保 。下斑から圃斑．抽水費量置を確保 。下車から圃~－泊水聖堂直垂直帽 。下車から踊虫．泊水量量直量確保 。
出来る． 出来る． 出来る． 出来る．

I” a•l - [”••1 • c••圃1 • C•lll•l • C•lll•l . ［・.置】 . ［・Jlllll x <•••1 B区
71憧円 138惜円 市82!1同 166!1円 161情円 108傭円 109情円 137惜円

［組縛曹理費1 【瞳神官理置］ I帽縛，曹理，11 【帽縛曹理費］
骨計：8惜円 古針..2揮円 合計’181慣円 古肘：7.3憧円 【蝿抑曹理費1 ［蝿，e，理費］ 【雄鱒官哩費1 【雄怖曹壇圃】
現理珂僚のlliE岨置であるため 現，R河床の聾正岨置であるため 現況河際の量正祖置であるため 現盟湾僚の量正祖置でめるため 合計・7・円 合計：9・円 合計・20惜円 合計7.41・円
河床の蝿縛iま曹晶．ただし．ダム 湾際の随締1ま哩畠．ただし、量水 湾僚の憧..，ま曹属．ただし．週水 罰軍隊の融持は容属．ただし.!I:水 珂道断面の増加に伴い珂庫宜酎 珂帽の拡大に伴い珂隊車闘が置 河道断面の増加に伴い苅庫量動 河道断面の増加に停い河床車齢
の曹壇が必要． S舎の官理が晶..

拠 地［5の0・曹F聞置岨が拘i>曹E理．費一】 % 暗［5の0年曹間理縄が神i>官E車．置】 。 が［5睡0隼企問さ瞳れ樽る菅．直費】 o~古0匁れ間る瞳．樽曹理費】 % が［5睡0年意間さ縄れ締る官．理責】 % がI同．年章間さ蝿れ”晶’．哩費］ 。
[5-0.鯛睡神官理責】 [50年間組”’哩置1

コスト グムヨ憧円 通z民地6恒円 遊水勉78檀円 鍬ホ暗3惜円 河週7帽円 F可遭S圃円 河遭13憧円 宥週7帽阿
珂量H憧円 河遭4圃円 河温4帽円 湾遭4圃円 I薗匝E・~·］ I飽l!l.J!:斬置1 【措置E斬置1 【施ru断置1
Cl‘l!l.J!:斬置1 I施阻E断置1 【瞳l!l.J!:覇’】 ［箇l!l.J!:’•l 。惜円 。憧円 13憧円 o. 4埠円
ダム1憧円 温水1$0.z憧円 壷＊地99檀円 II:水圏·~岨円

［その他グム申立lζ停ラ費用等1 lその倫ダム申止に伴う•111ii:1 . ［その他'Iム中止に伴う置Ill帯1 • Iそ回世ダム中止に伴う置用等I . ［その他ダム中止に伴う費用布1 x ［その他ダム中止に伴う置用lJl . ［その他ずム中止に伴ラ費用等】 • Iその他ダム中止に伴ラ置m・1
0圃円 59憧円 59置円 59憧円 59圃円 59圃円 59憧円 59恒円

I栂’Ut費用I I’E軍総費用1 【概算修費用1 I’IJ;l!I費用1 t’E車総費用】 I概..費用1 I圃軍総費用】 【橿庫総費用1
79圃円 206圃円 422置円 232憧円 227憧円 226憧円 2441・円 203憧円

遭＊地園陸予定地の:l;’S所有者
の協力削必要である．

%揖石織跨地1ま買収書みであり間 。肱＊臨泊E予定地の土均所有者
右本)Ifの湾遍改修に伴う1111$圃

民 河土遇地改所修有省に惇のう協用力地が買必収要値で所あのる．
x湾週車修に伴う用地置収圃情の . 河土遇地改情修有に者伴のう協用力地が買必収要箇で所あのる． -円白石本川の5普通車修に伴う用治置 提収圃R聞の土均所有者の協力ti<必

収箇所の土泊四時宥書の協力が必
圃はない． の也カが必甚である．

事である．
土地何時宥省の協力が必要である．

実現性 .である．

ii，圃幅曹との圃置が晶聾であ
掴剛”の水質汚摘の圃圃で、轟 幅躍の銀．．，に惇い、闘蝿植岡 橿障の！1191，に梓い、圃悟蝿嗣 柵躍の銀，．，に伴い、圃悟圃闘

ー闘悟園調との踊量が晶聾である． 災 ... X 串闘障害・との圃量が畠聾であ . （田．県．町、JRllJ）との圃聾が晶 x Cl圏、曙．町、JRllJ）との聞置がi> • t園．’l.町、JR掬｝との圃・が畠 . 
る． 聾である． ーである． 重である．

遭水穐予定1$1ま恒良直地であり． 同口付近の:a•へのEーが屠章
lま場聾憎が卑了した約40hoがill 土地の圃~.＂置の暮艇に伴う圃 土地の買収、憲且の移転に伴う置

泌 さ生れ活るや．旭土械地のの軽買震収情に動伴へう・の人酷の. 
地織社会への

一少す晶ことで．車車轟盤｛祖倉島 ズ大きl,;:15曹は予坦され伝い． 。 人の生活や地11117llll育活動への x人Iiiの生活や婚姻の経済活動への
•＞や..融事者の令直の生活 EーがE毒される． ーが量章古れる． が畢章される．

影響 lllUへのEーが軍章される．

ー ....盛岡への帥Jiii主”に怠し 誕 地Ill園周への劫畢1：”にI,;:し x 16111置関への抽畢は”に怠し 拠 地調II・”への助畢は絡にむし 源 地峨橿興への効.，主将f:f.iし 災 地調院縁関への虫歯.，本将Iこなし . －・・興への劫’ll傘”にむし 災

河遭掴削により河席量主恕生息織 河週橿剛により河床を主信生車場

世宗泌＊”に珊＊b＇車出してい
とする生’”の生血・生育園.が珊 とする生物の生息・生生宵Ill繍がi開

土砂流動のJtiヒが少忽〈、下車湾
むかった箇所に雄高す晶ため、置

失すると禽えられる，（，、クセンシ
。失すると雪えられる．（ハタセンシ x 

環境への影響 - llf・嵩障への’E’l立小さいと予坦 0 
理，軽水舗での週水による匹ーが

%オマネ＇＼＇ IJ) 認”1:11ーなし O 特にE’t；~ オマネキ‘］工司区中の掴剛に伴う
される．

噂意書れる．
エ羽匹中の掴削に伴う濁＊により． 濁本によ仏大村湾のナマコへの
大村湾のナマ2へのE曹が畢章

’E曹が車主される．
される．

.合僻値 。 s‘ 2喝

’‘ z‘ ’‘ ’‘ ’‘ 
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